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第４章　大学生活および経済・生活支援と
　　　　キャリア行動、キャリア意識との関連

本章では、学生の大学生活や経済・生活支援の利用状況をふまえて、キャリア行動やキャ
リア意識に違いが見られるかについて検討する。
１節では、大学生活とキャリア支援の利用との関連を示し、どのような大学生活を送る
学生がキャリア支援を積極的に利用しているかを検討する。２節では、経済・生活支援と
キャリア意識との関連を示し、経済・生活支援を受けている学生がどのようなキャリア意
識を持っているかを検討し、これらに基づいて、大学での支援の在り方についての示唆を
得ることとしたい。

⑴大学生活、学業成績とキャリア支援の利用との関連

本節では、①大学生活に対する態度、②学業成績の集計結果を示した後、これらとキャ
リア支援の利用との関連を示す。

１）大学生活に対する態度、学業成績
大学生活に対する態度について、「１…ほとんどあてはまらない」｢２…あまりあてはまら
ない｣ ｢３…ややあてはまる｣ ｢４…とてもあてはまる｣ の４肢択一で回答を求めた。結果を
図表4-1～6に示す。
また、前年度の成績について、「１…よくない」｢２…あまりよくない｣ ｢３…中間ぐらい｣ ｢
４…まあよい｣ ｢５…よい｣ の５肢択一で回答を求めた。結果を図表4-7に示す。

図表4-1　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表4-2

図表4-3　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表4-4
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図表4-5　　　　　　　　　　　　　　　　　　図表4-6

学部生、博士前期課程生とも、「授業にきちんと出席している」「学業に対してまじめに
とりくんでいる」「授業内容は総じてよく理解できている」は「ややあてはまる」「とても
あてはまる」の割合が高いことが示された。一方、学部生より博士前期課程生のほうが「や
やあてはまる」「とてもあてはまる」の割合が高かった項目は、「先生に質問したり、勉強
について相談したりしている」「授業のグループワークやディスカッションに積極的に参
加している」であり、博士前期課程生より学部生のほうが高かった項目は「部活動・サー
クル活動などに熱心に参加している」であった。したがって、これらの項目では、学部生
と博士前期課程生の取り組み方に違いがあるものと考えられる。

図表4-7　学業成績
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学業成績では、学部生、博士前期課程生とも、「まあよい」がそれぞれ40.1％、41.4％で
最も多かった。学部生より博士前期課程生のほうが「よい」の比率が高く示されているが、
学部生と博士前期課程生では、評価の基準が異なることが影響している可能性もあると考
えられる。

２）大学生活に対する態度、学業成績とキャリア支援の利用との関連
大学生活に対する態度とキャリア支援の利用との関連を検討するため、大学生活に対す
る態度の合計得点を算出し、50％にあたる13点を基準にし、12点以下を低群、13点以上を
高群として、この２群のキャリア支援の利用を比較した。キャリア支援の利用としては、「１…
本学の教員・指導教員等への相談」「２…本学のキャリアカウンセラーやキャリアアドバイ
ザーへの相談」「３…本学（大学全体）で開催される各種セミナーやガイダンスへの参加」「４…
学部で開催される各種セミナーやガイダンスへの参加」「５…学生相談室への相談や各種
ワークショップへの参加」「６…就職情報資料室の利用」「７…キャリアレポート放送局の利
用」「８…キャリアカフェの利用」「９…就活パスポート（本学Webシステム）の利用」「10…キャ
リア支援センターのホームページを見る」それぞれの利用あり・なしの２群とした。結果
を図表4-8～18に示す。
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図表4-8　態度得点	×	本学の教員・指導教員等への相談
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群とした。結果を図表 ～ に示す。

図表 態度得点 × 本学の教員・指導教員等への相談
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図表 態度得点 × 本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談
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図表 態度得点 × 本学 全体 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表4-9　態度得点	×	本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談
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群とした。結果を図表 ～ に示す。
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図表 態度得点 × 本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談
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図表4-10　態度得点	×	本学（全体）で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表 態度得点 × 本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談
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図表4-11　態度得点	×	本学（学部）で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表 態度得点 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表 態度得点 × 学生相談室への相談や各種ワークショップへの参加
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図表 態度得点 × 就職情報資料室の利用
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図表 態度得点 × キャリアレポート放送局の利用
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図表4-12　態度得点	×	学生相談室への相談や各種ワークショップへの参加
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図表 態度得点 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表4-13　態度得点	×	就職情報資料室の利用
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図表 態度得点 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表4-14　態度得点	×	キャリアレポート放送局の利用
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図表 態度得点 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表4-15　態度得点	×	キャリアカフェの利用
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図表 態度得点 × キャリアカフェの利用
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図表 態度得点 × 就活パスポートの利用
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図表 態度得点 × キャリア支援センターのホームページを見る
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図表4-16　態度得点	×	就活パスポートの利用
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図表 態度得点 × キャリアカフェの利用
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図表4-17　態度得点	×	キャリア支援センターのホームページを見る
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図表 態度得点 × キャリアカフェの利用
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図表 態度得点 × 就活パスポートの利用
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図表4-18　態度得点	×	その他のキャリア支援の利用
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図表 態度得点 × その他のキャリア支援の利用
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学部で開催される各種セミナーやガイダンスへの参加」「５…学生相談室への相談や各種
ワークショップへの参加」「６…就職情報資料室の利用」「７…キャリアレポート放送局の利
用」「８…キャリアカフェの利用」「９…就活パスポート（本学Webシステム）の利用」「10…キャ
リア支援センターのホームページを見る」の利用あり・なしの２群とした。結果を図表
4-19～29に示す。

図表4-19　学業成績	×	本学の教員・指導教員等への相談
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図表 態度得点 × その他のキャリア支援の利用
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図表4-20　学業成績	×	本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談
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図表 学業成績 × 本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談 
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図表 学業成績 × 本学 全体 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加 
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図表 学業成績 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加 
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図表4-21　学業成績	×	本学（全体）で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表 学業成績 × 本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談 
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図表 学業成績 × 本学 全体 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加 
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図表 学業成績 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加 
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図表4-22　学業成績	×	本学（学部）で開催されるセミナーやガイダンスへの参加
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図表 学業成績 × 本学のキャリアカウンセラーやアドバイザーへの相談 
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図表 学業成績 × 本学 全体 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加 
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図表 学業成績 × 本学 学部 で開催されるセミナーやガイダンスへの参加 

 
学部で開催される各種セミナーや

ガイダンスへの参加

合計利用していない 利用した

学業成績低群 度数

総和の

学業成績高群 度数

総和の

合計 度数

総和の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



68

図表4-23　学業成績	×	学生相談室への相談やワークショップへの参加
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図表 学業成績 × 学生相談室への相談やワークショップへの参加 
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図表 学業成績 × 就職情報資料室の利用 
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図表 学業成績 × キャリアレポート放送局の利用 
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図表 学業成績 × キャリアカフェの利用 
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図表4-24　学業成績	×	就職情報資料室の利用
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図表 学業成績 × 学生相談室への相談やワークショップへの参加 
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図表 学業成績 × 就職情報資料室の利用 
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図表 学業成績 × キャリアレポート放送局の利用 
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図表 学業成績 × キャリアカフェの利用 
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図表4-25　学業成績	×	キャリアレポート放送局の利用
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図表 学業成績 × 学生相談室への相談やワークショップへの参加 
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図表 学業成績 × 就職情報資料室の利用 
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図表 学業成績 × キャリアレポート放送局の利用 
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図表 学業成績 × キャリアカフェの利用 

 
キャリアカフェの利用

合計利用していない 利用した

学業成績低群 度数

総和の

学業成績高群 度数

総和の

合計 度数

総和の

図表4-26　学業成績	×	キャリアカフェの利用
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図表 学業成績 × 学生相談室への相談やワークショップへの参加 
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図表 学業成績 × 就職情報資料室の利用 
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図表 学業成績 × キャリアレポート放送局の利用 
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図表 学業成績 × キャリアカフェの利用 
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図表4-27　学業成績	×	就活パスポートの利用
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図表 学業成績 × 就活パスポートの利用 
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図表 学業成績 × キャリア支援センターのホームページを見る 

 
キャリア支援センターの
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図表 学業成績 × その他のキャリア支援の利用 
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その結果、全ての項目で有意な効果は見られなかった 図表 ～ 。このことから、

学業成績とキャリア支援の利用との関連は、あまり認められないものと考えられる。 
先述したように、大学生活に対する態度とキャリア支援の利用との関連が認められた

ことを踏まえると、キャリア支援の利用に積極的かどうかは、学業成績ではなく、大学

生活への積極性との関連が強いのではないかと考えられる。このことから、大学生活へ

の積極性を伸ばすことが、キャリア支援の利用にもつながっていくといえるのではない

だろうか。 

図表4-28　学業成績	×	キャリア支援センターのホームページを見る
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図表 学業成績 × 就活パスポートの利用 
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図表 学業成績 × キャリア支援センターのホームページを見る 
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図表 学業成績 × その他のキャリア支援の利用 
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その結果、全ての項目で有意な効果は見られなかった 図表 ～ 。このことから、

学業成績とキャリア支援の利用との関連は、あまり認められないものと考えられる。 
先述したように、大学生活に対する態度とキャリア支援の利用との関連が認められた

ことを踏まえると、キャリア支援の利用に積極的かどうかは、学業成績ではなく、大学

生活への積極性との関連が強いのではないかと考えられる。このことから、大学生活へ

の積極性を伸ばすことが、キャリア支援の利用にもつながっていくといえるのではない

だろうか。 

図表4-29　学業成績	×	その他のキャリア支援の利用
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図表 学業成績 × 就活パスポートの利用 
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図表 学業成績 × キャリア支援センターのホームページを見る 
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図表 学業成績 × その他のキャリア支援の利用 
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その結果、全ての項目で有意な効果は見られなかった 図表 ～ 。このことから、

学業成績とキャリア支援の利用との関連は、あまり認められないものと考えられる。 
先述したように、大学生活に対する態度とキャリア支援の利用との関連が認められた

ことを踏まえると、キャリア支援の利用に積極的かどうかは、学業成績ではなく、大学

生活への積極性との関連が強いのではないかと考えられる。このことから、大学生活へ

の積極性を伸ばすことが、キャリア支援の利用にもつながっていくといえるのではない

だろうか。 

その結果、全ての項目で有意な効果は見られなかった（図表4-19～29）。このことから、
学業成績とキャリア支援の利用との関連は、あまり認められないものと考えられる。
先述したように、大学生活に対する態度とキャリア支援の利用との関連が認められたこ
とを踏まえると、キャリア支援の利用に積極的かどうかは、学業成績ではなく、大学生活
への積極性との関連が強いのではないかと考えられる。このことから、大学生活への積極
性を伸ばすことが、キャリア支援の利用にもつながっていくといえるのではないだろうか。
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⑵経済・生活支援とキャリア意識との関連

本節では、経済・生活支援の状況に着目し、①世帯年収、②奨学金制度の利用状況、③
授業料免除制度の利用状況、④学生寮への入寮状況についての集計結果を示した後、これ
らとキャリア意識との関連を示す。

１）世帯年収
世帯年収について、「１…250万円未満くらい」「２…250万円～500万円未満くらい」「３…
500万円以上750万円未満くらい」「４…750万円以上1,000万円未満くらい」「５…1,000万円以
上1,500万円未満くらい」「６…1,500万円以上」「７…わからない」の７肢択一で回答を求めた。
結果を図表4-30に示す。

図表4-30　世帯年収

「わからない」を除いて、もっとも多いのは、学部生、博士前期課程生とも、「1,000万
円以上1,500万円未満くらい」（それぞれ、16.9％、22.2％）であり、次いで「750万円以上1,000
万円未満くらい」（それぞれ、15.8％、19.6％）であった。
日本学生支援機構による「平成20年度学生生活調査」によれば、世帯年収の平均は、全
体では822万円、国立大学・女子に限れば793万円であり（図表4-31）、本学の結果は、国
立大学・女子の年間平均収入よりも高いことがうかがえる。

図表4-31　家庭の年間収入別学生数の割合（大学昼間部）
（単位：％）

区分

家　　庭　　の　　年　　間　　収　　入 （参考）

平均年間
収入額

200万円
未満

200
～
300

300
～
400

400
～
500

500
～
600

600
～
700

700
～
800

800
～
900

900
～
1,000

1,000
～
1,100

1,100
～
1,200

1,200
～
1,300

1,300
～
1,400

1,400
～
1,500

1,500
万円
以上

計

男
国…立 3.3 4.0 6.1 9.1 9.0 10.4 17.4 11.4 6.0 9.5 1.6 3.6 1.5 0.7 6.2 100.0

千円
7,910

公…立 2.6 5.9 8.5 9.8 9.8 12.3 19.1 9.6 6.4 7.1 1.6 1.8 1.2 0.4 3.8 100.0 7,020
私…立 2.3 3.9 6.4 8.8 10.0 10.1 9.6 20.3 5.6 9.9 1.7 2.9 1.1 0.7 6.7 100.0 8,170

女

国…立 4.8 4.5 6.7 8.8 8.0 8.1 9.7 19.7 5.8 9.8 1.7 2.0 2.2 1.5 6.7 100.0 7,930
公…立 4.2 4.2 7.3 8.6 11.1 9.8 19.9 10.0 5.4 7.9 2.4 2.4 1.1 0.9 4.7 100.0 7,400
私…立 3.0 3.9 5.5 6.9 9.3 8.7 9.6 21.0 6.7 9.5 2.2 3.3 1.7 0.8 7.8 100.0 8,540

平
　均

国…立 3.9
（8.1）
4.2

（14.4）
6.3

（23.4）
9.0

（32.0）
8.6

（41.5）
9.5

（56.0）
14.5

（70.5）
14.5

（76.4）
5.9

（86.0）
9.6

（87.7）
1.7

（90.7）
3.0

（92.5）
1.8

（93.5）
1.0

（100.0）
6.5 100.0 7,920

公…立 3.5
（8.4）
4.9

（16.2）
7.8

（25.3）
9.1

（35.9）
10.6

（46.8）
10.9

（66.4）
19.6

（76.3）
9.9

（82.1）
5.8

（89.7）
7.6

（91.8）
2.1

（93.9）
2.1

（95.1）
1.2

（95.8）
0.7

（100.0）
4.2 100.0 7,240

私…立 2.7
（6.6）
3.9

（12.6）
6.0

（20.5）
7.9

（30.2）
9.7

（39.6）
9.4

（49.2）
9.6

（69.8）
20.6

（75.9）
6.1

（85.6）
9.7

（87.5）
1.9

（90.6）
3.1

（92.0）
1.4

（92.8）
0.8

（100.0）
7.2 100.0 8,340

計 2.9
（6.9）
4.0

（13.0）
6.1

（21.2）
8.2

（30.7）
9.5

（40.2）
9.5

（51.1）
10.9

（70.1）
19.0

（76.2）
6.1

（85.8）
9.6

（87.7）
1.9

（90.7）
3.0

（92.1）
1.4

（92.9）
0.8

（100.0）
7.1 100.0 8,220

（注）（　　）は、家庭の収入階層別学生数の割合の累計を示す。

（出典）日本学生支援機構「平成20年度学生生活調査」
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２）奨学金制度の利用状況
奨学金制度の利用状況について、「日本学生支援機構の奨学金」「地方公共団体の奨学金」

「本学独自の奨学金」「民間奨学団体の奨学金」「その他の奨学金」のそれぞれについて、「１：
給付」｢２：貸与（ある場合のみ）｣ ｢３：受けていない｣ から回答を求めた（集計結果は、
２章p27参照）。ここでは、これらの奨学金制度を一つでも利用しているものを奨学金利
用者群とし、利用したことがないものを奨学金非利用者群として、結果を図表4-32に示す。

図表4-32　奨学金制度の利用状況
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学部生

博士前期課程生

奨学金利用者
奨学金非利用者

奨学金制度を１つでも利用している者は、学部生では35.3％、博士前期課程生では
49.4％であった。このことから、奨学金制度の利用者は、学部生より、博士前期課程生の
ほうが多いといえる。

３）授業料免除制度の利用状況
授業料免除制度の利用状況について、｢１…受けている｣ ｢２…受けていない｣ から回答を
求めた。結果を図表4-33に示す。

図表4-33　授業料免除制度の利用状況
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利用者
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授業料免除制度を利用している者は、学部生では7.7％、博士前期課程生では13.6％であっ
た。このことから、奨学金制度ほどではないものの、授業料免除制度の利用にも、学部生
と博士前期課程生との差異があるといえる。

４）学生寮への入寮状況
学生寮への入寮状況について、「１…現在入寮している」「２…入寮したことがあるが、退
寮し、今は入寮していない」「３…入寮を申請したが、許可されなかった」「４…入寮を考え
たが、結局辞めて、入寮していない」「５…入寮したことはないが、今後入寮してみたいと
考えている」「６…入寮を考えたことはない」の６肢択一で回答を求めた。また、「入寮し
ている」と回答した者には、「１…国際学生宿舎」「２…小石川寮」「３…お茶大SCC」から選
択するように求めた（集計結果は２章p28参照）。ここでは、入寮しているものを寮生とし、
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入寮していないものを非寮生として、結果を図表4-34に示す。

図表4-34　学生寮への入寮状況
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学生寮に入寮している者は、学部生では13.2％であり、博士前期課程生では14.0％であっ
た。このことから、学生寮への入寮については、学部生と博士前期課程生とで、同様の傾
向が認められた。

５）経済・生活支援と将来のキャリアに対する意識との関連
経済・生活支援と将来のキャリアに対する意識との関連を検討するため、経済・生活支
援（①世帯年収、②奨学金制度の利用状況、③授業料免除制度の利用状況、④学生寮への
入寮状況）×将来のキャリアに対する意識のクロス表を作成した。結果を図表4-35～42に
示す。

図表4-35　世帯年収	×	キャリアに対する意識
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図表4-36　奨学金受給状況	×	キャリアに対する意識

74 
 

するように求めた 集計結果は 章 参照 。ここでは、入寮しているものを寮生とし、
入寮していないものを非寮生として、結果を図表 に示す。

図表 学生寮への入寮状況 

 
 
学生寮に入寮している者は、学部生では ％であり、博士前期課程生では ％で

あった。このことから、学生寮への入寮については、学部生と博士前期課程生とで、同

様の傾向が認められた。

 
経済・生活支援と将来のキャリアに対する意識との関連

経済・生活支援と将来のキャリアに対する意識との関連を検討するため、経済・生活

支援 ①世帯年収、②奨学金制度の利用状況、③授業料免除制度の利用状況、④学生寮へ

の入寮状況 ×将来のキャリアに対する意識のクロス表を作成した。結果を図表 ～

に示す。

 
図表 世帯年収 × キャリアに対する意識 

 

 
図表 奨学金受給状況 × キャリアに対する意識 

 

13.2

14.0

86.8

86.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学部生

博士前期課程生

寮生

非寮生

やりたい仕事が

明確にある

仕事について漠

然と考えている

まだ先の事なの

で今は考えてい

ない

全く関心がない 何をしたいのか

自分でもわから

ない

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

 

自分のキャリアについてどう考えているか 合計

年収 250万円未満くら

い

250万円～500万円

未満くらい

500万円～750万円

未満くらい

750万円～1000万

円未満くらい

1000万円～1500万

円未満くらい

1500万円以上

わからない

合計

やりたい仕事が

明確にある

仕事について漠

然と考えている

まだ先の事なの

で今は考えてい

ない

全く関心がない 何をしたいのか

自分でもわから

ない

度数

総和の %

度数

総和の %

度数

総和の %

 

自分のキャリアについてどう考えているか 合計

奨学金受給状況 受けている

受けていない

合計



73

図表4-37　授業料免除	×	キャリアに対する意識
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図表 授業料免除 × キャリアに対する意識
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図表4-38　入寮状況	×	キャリアに対する意識
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図表 授業料免除 × キャリアに対する意識
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分析の結果、授業料免除を受けていない学生より受けている学生のほうが、「やりたい
仕事が明確にある」の割合が高いことが示された（図表2-8，…p＜.05）。その他の経済・生
活支援では、有意差は見られなかった。このことから、経済・生活支援によるキャリアに
対する意識の違いはあまり見られないものの、一部で、現在、生活支援を受けている学生
のほうが、キャリアに対する意識がより明確である可能性が示唆された。

６）経済・生活支援と希望進路との関連
経済・生活支援と希望進路との関連を検討するため、経済・生活支援（①世帯年収、②
奨学金制度の利用状況、③授業料免除制度の利用状況、④学生寮への入寮状況）×希望進
路のクロス表を作成した。結果を図表4-39～13に示す。

図表4-39　世帯年収	×	希望進路
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図表 授業料免除 × キャリアに対する意識
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図表 入寮状況 × キャリアに対する意識 
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図表4-40　奨学金受給状況	×	希望進路

76 
 

図表 奨学金受給状況 × 希望進路 

 

図表 授業料免除 × 希望進路 

 

 
図表 入寮状況 × 希望進路

 

 
分析の結果、経済・生活支援と希望進路の関連では、有意差は見られなかった。この

ことから、経済・生活支援の利用状況によって、希望する進路に違いは見られないもの

と考えられる。

先述したように、キャリアに対する意識では、経済・生活支援の利用状況による違い

は全体的には見られなかったが、一部で、生活支援を受けている学生のほうが、キャリ

アに対する意識がより明確であることが示された。このことを踏まえると、生活支援を

受けている学生は、大学での支援を始めとした情報への関心が高く、キャリアに関する

情報も自ら得ており、意識も高いのではないかと考えられる。ただし、経済・生活支援

は、所得等による制限も加味されているため、そうした要因も影響している可能性もあ

るが、大学での支援についての情報発信を多様な学生に効果的に行うことは、今後の支

援の在り方を検討する上でも考慮する必要があるだろう。 
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図表4-41　授業料免除	×	希望進路
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図表 奨学金受給状況 × 希望進路 

 

図表 授業料免除 × 希望進路 

 

 
図表 入寮状況 × 希望進路

 

 
分析の結果、経済・生活支援と希望進路の関連では、有意差は見られなかった。この

ことから、経済・生活支援の利用状況によって、希望する進路に違いは見られないもの

と考えられる。

先述したように、キャリアに対する意識では、経済・生活支援の利用状況による違い

は全体的には見られなかったが、一部で、生活支援を受けている学生のほうが、キャリ

アに対する意識がより明確であることが示された。このことを踏まえると、生活支援を

受けている学生は、大学での支援を始めとした情報への関心が高く、キャリアに関する

情報も自ら得ており、意識も高いのではないかと考えられる。ただし、経済・生活支援

は、所得等による制限も加味されているため、そうした要因も影響している可能性もあ

るが、大学での支援についての情報発信を多様な学生に効果的に行うことは、今後の支

援の在り方を検討する上でも考慮する必要があるだろう。 
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図表4-42　入寮状況	×	希望進路
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図表 奨学金受給状況 × 希望進路 

 

図表 授業料免除 × 希望進路 

 

 
図表 入寮状況 × 希望進路

 

 
分析の結果、経済・生活支援と希望進路の関連では、有意差は見られなかった。この

ことから、経済・生活支援の利用状況によって、希望する進路に違いは見られないもの

と考えられる。

先述したように、キャリアに対する意識では、経済・生活支援の利用状況による違い

は全体的には見られなかったが、一部で、生活支援を受けている学生のほうが、キャリ

アに対する意識がより明確であることが示された。このことを踏まえると、生活支援を

受けている学生は、大学での支援を始めとした情報への関心が高く、キャリアに関する

情報も自ら得ており、意識も高いのではないかと考えられる。ただし、経済・生活支援

は、所得等による制限も加味されているため、そうした要因も影響している可能性もあ

るが、大学での支援についての情報発信を多様な学生に効果的に行うことは、今後の支

援の在り方を検討する上でも考慮する必要があるだろう。 
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分析の結果、経済・生活支援と希望進路の関連では、有意差は見られなかった。このこ
とから、経済・生活支援の利用状況によって、希望する進路に違いは見られないものと考
えられる。
先述したように、キャリアに対する意識では、経済・生活支援の利用状況による違いは
全体的には見られなかったが、一部で、生活支援を受けている学生のほうが、キャリアに
対する意識がより明確であることが示された。このことを踏まえると、生活支援を受けて
いる学生は、大学での支援を始めとした情報への関心が高く、キャリアに関する情報も自
ら得ており、意識も高いのではないかと考えられる。ただし、経済・生活支援は、所得等
による制限も加味されているため、そうした要因も影響している可能性もあるが、大学で
の支援についての情報発信を多様な学生に効果的に行うことは、今後の支援の在り方を検
討する上でも考慮する必要があるだろう。




